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学校適応に課題のある新入学児童への支援過程

一一多面的な見立てとチーム支援の効果

杉崎ことみ

The Support Process for New First Graders with Difficulty 

Adjusting to Elementary School : 

The Effects of Multi-Method Assessment and Continuous Support 

Kotomi SUGISAKl 

1 問題の背景と本研究の目的

小学校 l年生の学校不適応の問題，いわゆる「小 1プロプレム」の問題が社会的に注目される

ようになって久しい。弾力的な学級編成の導入，支援員の配置，幼小の連携，スタートカリキュ

ラムの開発・実施など，様々な施策が打ち出されたものの，文科省 (2015)による「平成 26年度

問題行動調査の結呆」で小学校低学年の暴力行為の増加率が際立つていることが報告されたよう

に，この問題は今もって十分に解決されたとは言えないロ

小学校 l年生の学校不適応に関連する先行研究では，入学時のストレスや不安の要因として“対

人関係のつまずき"が指摘され，入学当初の“新しい人間関係n への不安や緊張がその後の学校

生活に対する安心感や満足感に影響を与える可能性があることが示唆されている。

そこで本研究においては，“対人関係面"に課題をもっとされる 2名の児童を抱えたある小学校

l年生学級に「支援員」という立場で継続的に参加し，学級担任や他の支援員とともに，支援対

象児と周囲の児童との良好な人間関係の構築を中心課題とした支援活動を行うことを通して，学

校適応に課題をもっ児童に対する効果的な支援の在り方を探ることとした。

2 支援の方法

対象児の特徴理解 cr見立てJ)や「手立て」の策定・見直し，行動変容把握のために，①行動

観察 (4 月 ~10 月)と，②対象児への質問紙調査(学校適応感・社会的スキル尺度(嶋田. 1996). 

以下本人評価).③面談調査，④学級担任及び支援員計 5名による行動評定(社会的スキル尺度

に対する評価及び自由記述，以下関係者評価)を 5月末. 7月末. 10月末に実施した。また，学

級担任及び支援員との情報共有のため，日々の対話を重視し，そこで得られた情報を対象児の特

徴理解に活かすとともに，各種調査結果をまとめた情報共有ツールcrAさん・BさんレポートJ.

行動評定のまとめ，及び面談調査逐語録)を作成し，定期的に関係者に提供した。さらに，対象

児と周囲の児童との人間関係づくりのために，グループアプローチを活用した授業「なかよしタ

イム」を月 1回実施した。

3 支援の実践(1 ) 他児との聞でトラブルをくり返す A児

( 1 ) A児の特徴理解と支援方法の提案

4~5 月期の行動観察によって集積されたエピソードをカテゴリー化した結呆.A 児は他児に対

する“挑発"“暴行"“暴言"といった“衝動的な攻撃行動"を頻発し，教師や支援員との関係調

整も十分な状態ではなく，自己評価・他者評価ともに極めて低い状態にあることが示された。 A

児が周囲と良好な関係を構築していくためにはJ‘衝動的な攻撃行動"を少しでも抑制し，自己評
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